
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

現状維持とする。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

134人 189人 123人 189人 189人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

特別奨学金受給者数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0.2 人工

令和7年度予算額 13,000 千円 うち特定財源 7,546 千円 正規職員業務量 0.2

正規職員業務量 0.2 人工

令和6年度決算額 8,189 千円 うち特定財源 7,029 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.2 人工

令和6年度予算額 13,000 千円 うち特定財源 7,029 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

生活が困難になっている世帯の児童の技能習得を促進し、世帯の経済的自立を図る。

他都市の状況

仙台市、神戸市、広島市以外の政令指定都市において、市が独自に奨学金事業を行っている。技能の習得を
目的とする奨学金事業を行っているのは札幌市のみ

市民参加の実施

令和5年度決算額 9,105 千円 うち特定財源 5,772

施策名 社会全体が、妊娠期を含めて子どもと子育てを支えています。また

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

生活が困難になっている世帯の児童に対し、技能の習得に要する学資を支給し、その世帯の経済的自立を図
る。

事業内容
（何を実施し）

令和６年度は技能習得資金を１２４人、支度資金を３１人に支給し、生活が困難になっている世帯の児童の
技能習得を支援することができた。

○技能習得資金　公立：月額５，０００円、私立：月額８，０００円
○支度資金（入学時）　公立：１０，０００円、私立：１５，０００円
（要件）・世帯の月額収入が生活保護の基準額の１．５倍以内であること。
　　　　・児童本人又は児童を扶養している者が本市の市民であること。

事業名 特別奨学金支給費

評価担当課 所   属 子）子育て支援　子育て支援課 電話番号 011-211-3944

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 20343


